
  

様式第２号の１－②【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の１

－①を用いること。 
 

学校名 独立行政法人国立病院機構高知病院附属看護学校 

設置者名 独立行政法人国立病院機構理事長 新木 一弘 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

課程名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のあ

る教員等によ

る授業科目の

単位数又は授

業時数 

省令で定める

基準単位数又

は授業時数 

配

置

困

難 

看護専門課程 

（三年課程） 

看護学科 
夜 ・

通信 
9単位 9単位  

 
夜 ・

通信 
   

 

 
夜 ・

通信 
 

 

 
 

 
夜 ・

通信 
   

（備考）募集停止により 9単位中 7単位は令和 6年度に 2年次で履修している 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
学校ホームページ 
https://kochi.hosp.go.jp/files/000215641.pdf 

 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学科 

学科名 看護学科 

（困難である理由） 

  

 

 

  



  

様式第２号の２－②【⑵-②外部の意見を反映することができる組織への外部人

材の複数配置】 
 
※ 様式第 2号の２－①に掲げる法人以外の設置者（公益財団法人、公益社団法人、医療法

人、社会福祉法人、独立行政法人、個人等）は、この様式を用いること。 
 

学校名 独立行政法人国立病院機構高知病院附属看護学校 

設置者名 独立行政法人国立病院機構理事長 新木 一弘 

 

１．大学等の教育について外部人材の意見を反映することができる組織 

名称 学校運営会議 

役割 

学校運営の円滑化及び適正化を図るために、学則に基づき学校運営会議を 

設置している。また会議に多様な意見を反映させるために複数の外部委員 

を任命し、外部委員自らの経験を活かして社会のニーズをふまえた意見を 

学校運営に反映させ、更なる学校運営の適正化に取り組んでいる。 

学校運営会議の審議事項は以下のとおりである。 

  １）学校の規程の制定改廃 

  ２）学校の予算の執行計画 

  ３）教育課程の編成に関する事項 

  ４）各年度の教育計画に関する事項 

  ５）学校の講師・実習施設の選定に関する事項 

  ６）学生の単位修得、進級・卒業認定に関する事項 

  ７）学生の休学、復学、退学に関する事項 

  ８）転入学者の既習単位等の認定に関する事項 

  ９）学生の就職に関する事項 

 １０）学校運営の評価に関する事項 

 １１）学校の施設整備に関する事項 

 １２）その他学校の運営に関し重要と認められる事項 

 

 

２．外部人材である構成員の一覧表 
前職又は現職 任期 備考（学校と関連する経歴等） 

病院 看護部長 
2025.4.1～ 

  2026.3.31 
看護管理講師として講義を実施 

病院 企画課長 
2025.4.1～ 

  2026.3.31 
 

病院 管理課長 
2025.4.1～ 

  2026.3.31 
 

病院 副看護部長 
2025.4.1～ 

  2026.3.31 
看護管理講師として講義を実施 

（備考） 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 
学校名 独立行政法人国立病院機構高知病院附属看護学校 
設置者名 独立行政法人国立病院機構理事長 新木 一弘 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

・カリキュラムの実施状況については、各科目の内容、方法、進行について定期的に

カリキュラム担当者と打ち合わせし、学年担当教員と確認しながら評価している。 

・毎年 2月に学生による授業評価、講師による授業評価、テキストの改訂内容や国家 

 試験出題基準をふまえて教育内容や教育方法を検討し、次年度のシラバスや実習要

項を見直し改訂している。 

・シラバスには、科目名、単位時間数、授業方法、担当講師名、科目目標、学習内容・

学習方法等の授業計画、評価項目、評価方法を記載している。 

・実習要項には、科目名、科目目的、重点目標、実習内容、実習方法、ルーブリック

による実習評価基準を記載している。 

・学生便覧には、成績評価の基準について記載している（80点以上：優 70点から 79

点：良 60点から 69点：可 60点未満：不可）。 

・4月に学生便覧、シラバス、実習要項を学生に配布し、履修についての説明を行 

い、学校ホームページでもシラバスを公表している。 

授業計画書の公表方法 

学校ホームページ 

https://kochi.hosp.go.jp/kango/cnt1_00255.html 

 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

授業科目の評価 

・授業科目の評価については、科目ごとに筆記試験、口述試験、レポート、実技試験 

 等の評価方法及び点数配分をシラバスに記載している。 

・実技試験においては、あらかじめ評価基準を設け、教員会議で検討したうえで学生 

に説明している。また、実技試験終了後は速やかにその結果を評価会議で検討し、 

客観的な評価に努めている。 

・実習においては実習評価表に学習活動に沿った評価規準及び評価基準を明示し、臨 

床における実習指導者、当該実習場所の看護管理者、実習の担当教員で評価を協議 

し、学生の学習への取り組みを適正で客観的に評価できるように取り組んでいる。 

単位の認定・卒業 

・単位の認定は、学生便覧に学則、学則細則を掲載し単位認定基準を示している。 

・学校運営会議では、単位の認定を審議し、審議結果については学生に通知している。 

・卒業は、学則細則に卒業要件・認定について定めており、2月の学校運営会議にお 

いて卒業の認定について審議し決定している。 

・学生便覧に掲載している履修規程に授業科目の評価及び単位修得の認定に関する必

要事項を示している。  



  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

・GPA（Grade Point Average）を導入し、各学生の履修科目の成績評価をグレード・ 

 ポイント（GP）に変換し、GPに当該科目の単位数を乗じて、その総和を履修総単位

数で除した値を GPAとする。これは学業結果を総合的に判断する指標として役立ち、

従来の修得単位数という量的な判断に加え、質的な観点からの判断の材料になる。 

・履修科目の成績評価を点数化し、全科目の合計点の平均を算出し、100 点満点で点

数化し、60点未満を「0」、60～69点を「1」、70～79点「2」、80～89 点「3」、90～

100点を「4」とし、5段階で各指標の数値に該当する学生の人数を示し、成績の分

布状況を把握する。なお、入学前の大学等での既修得単位で、学校運営会議を経て

認定された科目については、各学年の総科目数から認定科目を除いたもので平均点

を出し、GPA を算出している。各学年の GPA 値、下位 1/4 に該当する人数について

は以下のとおりである。 

   令和 6年度  

         2年生：GPA値 2.27未満 6名 

         3年生：GPA値 2.24未満 7名 

 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

学校ホームページ 

https://kochi.hosp.go.jp/kango/cnt1_00343.html 

 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

本校のデイプロマポリシー 

 １）生命の尊厳を重んじ、人間の身体的・精神的・社会的に統合された尊厳ある存 

   在と受け止め、発達課題をもちながら成長する存在として捉える能力を身につ 

けている。 

 ２）人々の健康を自然・社会・文化的環境とのダイナミックな相互作用の観点から 

   理解する能力を身につけている。 

 ３）人間の多様な価値観を認識し、QOLを高めるような専門職業人としての共感的 

   態度及び倫理的判断に基づいた看護実践ができる能力を身につけている。 

 ４）人間の生活の場や健康状態に応じて、科学的根拠に基づいた看護実践ができる

基礎的能力を身につけている。 

 ５）人々が社会資源を活用できるように、保健・医療・福祉制度および他職種の 

   役割を理解し、調整する基礎的能力を身につけている。 

 ６）看護専門職として自ら啓発し、学習し続ける態度を養っている。 

 

上記の能力を身につけ、かつ 

・学則、学則細則に則り、授業科目の単位修得の認定を受けた者について、学校運営 

会議の議を経て卒業を認定する。 

・卒業の認定時期は、授業科目の履修を全て修了し、単位認定が修了した時点とする。 

・出席日数が出席すべき日数の 3分の 2以上であることを要件とする。 

・学校長は卒業を認定した者に対して卒業証書を授与する。 

 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

学校ホームページ 

https://kochi.hosp.go.jp/kango/cnt1_00254.html 

  



  

 

様式第２号の４－②【⑷財務・経営情報の公表（専門学校）】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の４

－①を用いること。 
学校名 独立行政法人国立病院機構高知病院附属看護学校 

設置者名 独立行政法人国立病院機構理事長 新木 一弘 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 https://nho.hosp.go.jp/files/000216074.pdf 

収支計算書又は損益計算書 https://nho.hosp.go.jp/files/000216074.pdf 

財産目録  

事業報告書 https://nho.hosp.go.jp/files/000216074.pdf 

監事による監査報告（書） https://nho.hosp.go.jp/files/000216074.pdf 

 

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

医療 看護専門課程 看護学科 〇  

修業 

年限 昼夜 
全課程の修了に必要な

総授業時数又は総単位

数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

３年 昼 
2985単位時間 

／103単位 

1635 時間 

/69単位 

315時間 

/11単位 

1035 時間 

/23単位 

0 時間 

/0 単位 

0 時間 

/0 単位 

単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

80人 27人 0人 8人 24 人 32人 
 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要）                                 

科目目標、授業計画・内容、評価方法を記載したシラバスを作成し、年度始業時に 

各学生に配布し、各学年の初回ホームルームで学年担当教員が学生に説明してい

る。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

講義等の評価は所定の授業終了後に終了試験等により行う。臨地実習については、  

実習科目終了後に所定の実習評価表に基づいて行う。評価基準の考え方は実習要項 

に示し、各実習科目の評価基準は実習評価表に明記している。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

 授業科目の履修を全て修了し、単位認定を受けた者について、学校運営会議の議を 

 経て卒業または進級を認定する。なお、認定の結果については学生本人と保護者 

 に通知している。 

学修支援等 



  

（概要） 

 新年度に各学年担当により、個別面接及び進路指導、学年目標に沿って日常生活 

 指導や支援を実施している。 

成績低迷者、希望者に対しては学習方法を確認し本人が計画的に学習に取り組める 

方法を一緒に考え支援している。学習や進路選択への不安、友人関係に悩む学生は

学校カウンセラーによる週 1 回の学生相談室の利用による支援を受けながら、連携

して学習できる体制を整備している。 

看護師国家試験対策では、2年次から学生が互いに教えあい学びあう体制づくりに 

取り組んでおり、国家試験対策教員を中心に模擬試験結果を即時に全教員で共有し、 

学生支援の方法を検討し実行している。個別での学習支援については、学生の学習 

状況を全教員で把握しながら、必要に合わせてどのような支援が望ましいか教員会 

議で検討している。弱点科目や知識の定着が困難な出題内容は、講師による特別講 

義や教員による強化学習で支援していく。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 30人 

（100％） 

0人 

（  0％） 

29人 

（  96.6％） 

1人 

（  3.3％） 

（主な就職、業界等） 

 看護師（国立病院機構病院、県内外の公的病院等） 

（就職指導内容） 

 2年次より病院説明会やインターンシップへの参加を促進し、採用試験の早期化にあ 

わせ学生個別の進路相談を実施してきた。母体病院に就職した卒業生との交流や、県 

内で活躍している卒業生と直接談話できるなど、学生が卒業後の自身をよりイメー 

ジできる機会をつくっていく。 

3年次となり具体的な就職試験に向けた願書指導、面接指導を個別に実施し、学生が 

安心して採用試験にのぞめるようにしている。社会に出て看護師として働くというこ 

と、組織の一員になること等、キャリア支援を卒業に向けて段階的に実施していく。 

就職進学に関する情報は、就職進学コーナーに設置するだけでなく、学年の就職進学 

担当教員を中心に適宜学生の要望に合わせて、具体的な情報提供をしている。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

 看護師国家試験受験資格 

（備考）（任意記載事項） 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  57人 0人  0％ 

（中途退学の主な理由） 

 なし 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

 学習上や身体的に問題の抱えた学生が継続して学習できる個別支援 



  

 スクールカウンセラーの協力や徹底した健康管理体制で、安心して学べる環境を 

整備 

 早期から保護者にも情報提供し、家族とも連携した支援 

 

②学校単位の情報 

ａ）「生徒納付金」等 

学科名 入学金 
授業料 

（年間） 
その他 備考（任意記載事項） 

看護学科 180,000円 450,000円 20,000円  

   円 円 円  

   円 円 円  

   円 円 円  

修学支援（任意記載事項） 

 

 

ｂ）学校評価 
自己評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

 https://kochi.hosp.go.jp/files/000232516.pdf 

 

学校関係者評価の基本方針（実施方法・体制） 

①教員による自己点検自己評価（「教育理念・教育目的・教育目標」「教育課程経営営」 

 「教授・学習・評価過程」「経営・管理過程」「入学」「卒業・就職・進学」「地 

域社会/国際交流」「研究」）結果について、分析する。 

②学生による学校評価（学生による卒業時のカリキュラムに関する満足度）を前年度 

 と比較検討する。 

③学校運営方針の実施状況について評価し、次年度の取り組み課題を明らかにする。 

 ・①から③について、その結果を学校関係者評価委員会に報告し、評価を受けた結 

果を学校運営に活用する。 

 ・学校関係者評価委員会は次の区分から学校長が委嘱する委員により構成し、毎年 

2月～4月頃に委員会を開催する。 

 ・なお、委員会における評価結果は報告書としてまとめ、学校運営会議にて報告後、 

  ホームページにて公表する。  

学校関係者評価の委員 

所属 任期 種別 

公益社団法人高知県看護協会会長 2025.7.1～2026.3.31 地元企業関係者 

入学生出身校の高等学校校長 2025.7.1～2026.3.31 高等学校関係者 

同窓会会員 2025.7.1～2026.3.31 卒業生 

県内特別支援学校教頭 2025.7.1～2026.3.31 教育に関する有識者 

院外実習病院看護部長 2025.7.1～2026.3.31 看護管理者 

学校関係者評価結果の公表方法 



  

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

 https://kochi.hosp.go.jp/files/000232518.pdf 

 

第三者による学校評価（任意記載事項） 

 

 

ｃ）当該学校に係る情報 
（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

 https://kochi.hosp.go.jp/kango/index.html 

 

 

 


